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県
育
成
会
の
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
中

♪
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～
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
～

今
こ
そ
創
ろ
う
！
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
生
き
る
社
会
を
共
に
ー

平

成

29

年

9

月

23

日

（

土

）

、

24

日

（

日

）

の

両

日

に

亘

り

、

「

第

４

回

全

国

手

を

つ

な

ぐ

育

成

会

連

合

会

全

国

大

会

北

海

道

札

幌

大

会

」

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

父

兄

及

び

施

設

職

員

を

含

め

た

沖

縄

県

か

ら

参

加

の

35

名

を

含

め

て

全

国

各

地

か

ら

約

2200

名

が

参

加

し

、

有

意

義

な

大

会

と

な

り

ま

し

た

。

一

般

部

門

の

「

今

こ

そ

創

ろ

う

！

自

信

と

誇

り

を

も

っ

て

生

き

る

社

会

を

共

に

」

と

、

「

ひ

と

り

ひ

と

り

の

か

け

が

え

の

な

い

人

生

を

大

切

に

、

仲

間

た

ち

と

つ

な

が

ろ

う
」

の

本

人

大

会

ス

ロ

ー

ガ

ン

の

下

に
、

「

発

達

・

教

育

(

子

ど

も

・

家

族

支

援

)

」

、

「

働

く

(

雇

用

)

」

、

「

通

う

(

事

業

所

を

考

え

る

)

」

、

「

暮

ら

す

」

、

「

高

齢

」

、

「

権

利

擁

護

(

育

成

会

運

動

)

」

の

６

つ

の

大

き

な

テ

ー

マ

に

よ

る

分

科

会

に

て

研

究

討

議

が

行

わ

れ

ま

し

た
。

事

業

所

分

科

会

で

は

、

私

（

沖

縄

県

育

成

会

田

中

）

も

シ

ン

ポ

ジ

ス

ト

と

し

て

登

壇

し

、

事

業

所

問

題

お

よ

び

今

後

の

行

く

末

な

ど

に

つ

い

て

発

表

し

ま

し

た

。

第
２
分
科
会

「
働
く
」
に
参
加
し
て

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
南
風
保
護
者
会

下
地

幸
障
が
い
者
の
一
般

就
労
は
困
難
で
は
と

思
い
、
今
回
の
分
科

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

北
海
道
で
は
、
法

定
雇
用
率
も
高
く
定
着
率
も
高
い
と
聞

い
て
、
安
心
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

「
は
ま
な
す
食
品
」
さ
ん
は
、
従
業
員

数
75
名
に
対
し
、
障
が
い
者
29
名
を
雇

用
し
、
雇
用
率
の
高
さ
が
わ
か
り
ま
し

た
。

「
は
ま
な
す
食
品
」
は
、
納
豆
生
産
と

包
装
事
業
を
行
う
会
社
で
す
。
納
豆
生

産
と
聞
い
て
、
衛
生
面
は
ど
う
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
し
っ

か
り
指
導
さ
れ
て
お
り
、
食
品
衛
生
優

良
表
彰
な
ど
受
け
て
お
り
、
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

安
心
で
安
全
な
商
品
開
発
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
障
が
い
者
の
自
立
を
サ
ポ
ー

ト
し
、
会
社
で
は
3
人
の
パ
ー
ト
の
方

が
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
を
し
て
お
り
、
心
強

い
支
援
者
が
い
て
、
就
職
の
定
着
に
も

繋
が
っ
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。障

が
い
者
た
ち
の
周
り
が
生
き
生
き

と
楽
し
い
場
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

第
４
回
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合

会
・
北
海
道
大
会
に
て
県
育
成
会
理
事
の

保
良
榮
長
氏
が
大
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

保
良
氏
は
、
娘
さ
ん
の
幼
児
期
か
ら
障

が
い
児
保
育
の
運
動
に
取
り
組
み
、
小
・

中
・
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
そ
の
後
県
育

成
会
活
動
に
参
加
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

平
成
16
年
に
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
た
第

53
回
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
全
国
大
会
沖
縄

大
会
で
は
、
事
務
局
長
と
し
て
大
会
運
営

に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
県
育
成

会
副
会
長
、
理
事
と
し
て
も
長
年
に
わ
た

り
活
動
の
中
心
的
な
行
動
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

羊ヶ丘 赤レンガ
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障

が

い

者

の

あ

る

方

が

地

域

で

安

心

し

て

生

活

し

て

い

く

為

に

、

少

な

く

と

も
3
つ
の
サ
ポ
ー

ト
「
生
活
支
援
」
「
活
動
支
援
」

「
余
暇
支
援
」
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
一
人
一

人
の
支
援
内
容
が
決
定
し
て
い
く
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
は
「
本
人

の
心
」
の
動
き
と
共
に
変
化
し
て

い
く
。
い
つ
で
も
「
後
追
い
」
す

る
こ
と
が
支
援
者
の
仕
事
で
あ
り
、

こ
ち
ら
が
動
向
を
決
め
た
ら
、
お

し
ま
い
で
あ
る
。

ゆ
る
や
か
な
自
己
（
意
思
）
決

定
に
寄
り
添
っ
て
支
援
を
行
う
こ

と
で
「
暮
ら
し
」
で
は
な
く
「
暮

ら
す
」
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

私
も
本
人
ら
し
く
「
暮
ら
す
」

手
助
け
と
な
れ
る
よ
う
、
本
人
が

心
を
動
か
す
の
を
見
逃
さ
な
い
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
支
援
を
続
け

て
い
き
た
い
。

～ 知的な障がいのある人と共に ～

今

回

は

、

「

通

う

」

と

い

う

テ

ー

マ

で

、

利

用

者

さ

ん

だ

け

で

は

な

く

、

ご
家
族
の
立
場
、

事
業
所
の
立
場
、
職
員
の
立
場
と
、

い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
考
え
て
討
議

さ
れ
て
い
て
、
非
常
に
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
特
に
参
考
に
な
っ
た

の
が
、
ご
家
族
の
方
と
、
事
業
所

と
の
関
わ
り
方
で
す
。
事
業
所
の

要
望
や
、
ご
家
族
の
要
望
が
多
々
、

ぶ
つ
か
る
時
が
あ
る
の
で
す
が
、

た
だ
理
解
し
た
り
、
理
解
を
促
し

た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
普
段
か

ら
ご
家
族
と
積
極
的
に
関
っ
た
り
、

意
見
を
交
換
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
お
聞

き
し
て
、
事
業
所
の
職
員
み
ん
な

に
も
伝
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。
今
回
の
大
会
も
非
常
に
学
び

が
多
く
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。

第
３
分
科
会

「
通
う
」
に
参
加
し
て

障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ぴ
ゅ
あ

前
田

健
斗

私
は
「
て
だ
こ

学
園
保
護
者
」
と

し
て
第
5
分
科
会

「
高
齢
」
に
参
加

し
ま
し
た
。

・
65
歳
問
題
に
つ
い
て

・
介
護
保
険
と
障
害
者
総
合
支
援
法

・
65
歳
ま
で
に
現
れ
る
高
齢
症
状
に
つ
い
て

・
親
も
高
齢
、
子
も
高
齢
を
ど
う
支
え
る
か

・
高
齢
、
親
な
き
後
の
暮
ら
し
に
つ
い
て

・
歳
を
重
ね
て
も
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

私
は
自
分
の
生
活
の
た
め
に
働
か
な

く
て
は
い
け
な
い
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、

母
の
介
護
と
来
年
還
暦
を
迎
え
る
妹
の

支
援
の
全
て
を
一
人
で
や
っ
て
い
ま
す
。

自
分
も
高
齢
に
な
る
中
、
日
本
中
が
高

齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
、
す
べ
て
の
課

題
は
急
務
を
要
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
今
を
学
び
、
こ
れ
か
ら
来

る
未
来
を
よ
り
良
い
制
度
に
す
る
為
に
、

私
た
ち
家
族
が
声
を
あ
げ
て
一
つ
一
つ

改
善
し
て
い
か
な
く
て
は
「
差
別
や
偏

見
が
な
く
、
助
け
合
い
、
支
え
合
う
地

域
」
は
や
っ
て
来
な
い
と
思
い
ま
す
。

一
人
一
人
の
力
は
小
さ
い
で
す
。
で

も
全
国
の
人
が
集
ま
れ
ば
大
き
な
力
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
「
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
連
合
会
」
を
通
し
て
、
私

た
ち
は
一
致
団
結
し
て
共
に
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。

障
害
者
支
援
事
業
所
ゆ
い
ま
ー
る

上
園

香
織

第
4
分
科
会

「
暮
ら
す
」
に
参
加
し
て

第
５
分
科
会

「
高
齢
」
に
参
加
し
て

第４回全国大会北海道札幌大会感想

基
調
講
演
は
毎

日
新
聞
の
野
沢
氏

の
講
和
で
「
障
害

の
あ
る
人
が
一
人

で
社
会
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
本
人
の
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
る
人
々
を
通
し
て
色
々
な
影
響
を
発

揮
し
て
い
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」

と
話
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
に

残
り
ま
し
た
。

今
大
会
で
出
会
っ
た
方
々
と
色
々
な
お

話
を
さ
せ
て
も
ら
う
な
か
で
、
皆
さ
ん
の

熱
心
さ
や
一
生
懸
命
さ
を
感
じ
、
勇
気
づ

け
ら
れ
と
て
も
心
が
温
か
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

家
族
会
を
通
し
心
配
事
や
不
安
を
持
つ

家
族
同
士
の
繋
が
り
が
で
き
、
情
報
を
交

換
し
た
り
悩
み
を
分
か
ち
合
い
、
時
に
は

愚
痴
を
言
い
合
え
る
く
ら
い
の
相
手
が
い

る
こ
と
は
家
族
の
強
み
に
な
る
と
思
い
ま

し
た
。
一
人
の
小
さ
い
力
で
も
、
家
族
会

の
方
々
同
士
が
手
と
手
を
つ
な
ぐ
と
大
き

な
力
に
な
り
心
か
ら
思
う
こ
と
が
で
き
、

特
に
絆
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ゆ
い
の
郷
保
護
者
会

渡
名
喜

恵
子

第
6
分
科
会

「
権
利
擁
護
」
に
参
加
し
て

て
だ
こ
学
園
保
護
者
会

又
吉

悦
子
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～ 知的な障がいのある人と共に ～

昭
和
46
年
生
の
娘
は
、
46
歳
に

な
り
、
就
労
支
援
Ｂ
型
の
作
業
所

に
通
い
、
最
近
か
ら
同
施
設
の
関

連
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
週
5
日

生
活
し
て
い
る
。
共
働
き
の
私
た

ち
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
祖
母
に
あ
た
る
妻
の
親
に
育
児

を
任
せ
、
保
育
所
、
特
殊
学
級
、
高
等
養
護
学
校
、
作

業
所
と
歩
ん
で
き
た
。
保
健
所
の
正
誤3

か
月
検
診
で

障
が
い
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
、
当
時
は
受
け
入
れ
な
か
っ

た
公
立
保
育
所
へ
の
障
が
い
児
入
所
運
動
、
障
が
い
児

学
級
や
学
校
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
さ
ら
に
育
成
会
活
動

に
は
今
日
ま
で
20
年
以
上
に
わ
た
り
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
が
表
彰
さ
れ
て
、
去
っ
た
10
月
の
北
海

道
で
行
わ
れ
た
第4

回
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合

大
会
で
大
会
長
表
彰
の
栄
に
与
っ
た
。
有
難
く
名
誉
な

こ
と
で
あ
る
が
果
た
し
て
そ
れ
に
値
す
る
の
か
心
細
い

限
り
で
あ
る
。

娘
は
未
だ
に
平
仮
名
し
か
書
け
ず
、
二
桁
以
上
の
計

算
や
お
金
の
計
算
も
ま
ま
な
ら
ず
、
家
事
や
仕
事
も
自

立
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
状
況
は
、
生
ま
れ
た

時
か
ら
子
供
に
寄
り
添
い
、
時
間
と
知
識
を
学
ん
で
、

真
剣
に
し
つ
け
や
教
育
を
し
て
お
け
ば
、
も
っ
と
社
会

的
に
自
立
す
る
よ
う
に
育
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
悔
や
ま
れ
る
。

自
分
の
仕
事
と
生
活
、
趣
味
や
付
き
合
い
に
追
わ
れ

子
供
の
成
長
・
教
育
を
親
任
せ
、
学
校
任
せ
に
し
て
き

た
こ
と
は
親
の
ず
る
さ
と
怠
慢
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
今
日
も
娘

を
作
業
所
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
送
り
出
し
て
い
る
。

理

事

通

信

ー

親
の
ず
る
さ
と
怠
慢

ー

全
国
大
会
長
表
彰
に
思
う

保
良

榮
長

理
事

平成２９年度沖縄県障害者虐待防止・権利擁護研修

沖

縄

県

の

事

業

委

託

に

よ

り

県

手

を

つ

な

ぐ

育

成

会

が

主

管

と

な

り

10

月

16

日

（

月

）

に

県

総

合

福

祉

セ

ン

タ

ー

に

て

、

「

平

成

29

年

度

沖

縄

県

障

害

者

虐

待

防

止

・

権

利

擁

護

研

修

」

を

開

催

し

ま

し

た

。

こ

の

研

修

は

、

障

害

者

虐

待

へ

の

理

解

を

促

進

し

、

障

が

い

者

虐

待

の

防

止

、

権

利

擁

護

を

図

る

為

、

障

害

者

福

祉

施

設

や

市

町

村

職

員

な

ど

を

対

象

に

、

障

が

い

者

虐

待

防

止

の

趣

旨

、

虐

待

防

止

に

係

る

ス

キ

ー

ム

、

障

害

者

福

祉

施

設

に

お

け

る

虐

待

防

止

の

た

め

の

組

織

・

運

営

体

制

づ

く

り

、

利

用

者

の

意

向

に

沿

っ

た

支

援

の

ス

キ

ル

等

に

つ

い

て

研

修

し

、

障

が

い

者

の

虐

待

防

止

、

早

期

発

見

に

向

け

た

取

り

組

み

の

推

進

を

目

的

と

し

て

、

厚

生

労

働

省

指

導

者

養

成

研

修

の

伝

達

研

修

で

あ

り

ま

す

。

昨

年

同

様

に

今

回

も

研

修

対

象

人

数

を

超

え

る

多

数

の

申

し

込

み

に

よ

り
、

福

祉

施

設

従

事

者

153

名

、

管

理

者

・

設

置

者

100

名

、

市

町

村

虐

待

防

止

担

当

職

員

52

名

の

総

計

251

名

が

10

月

に

受

講

し

、

来

年

１

月

10

日

(

水

)

に

生

活

支

援

員

な

ど

福

祉

従

事

者

100

名

が

受

講

い

た

し

ま

す

。

設置者・管理者コース

福祉施設従事者コース

共通コース

市町村虐待防止担当職員コース
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配布募 「
知
的(

発
達)

障
が
い
」
と
言
う
文
言
は
、

法
令
用
語
の
為
に
福
祉
社
会
で
は
常
識
の

よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

お
医
者
さ
ん
か
ら
「
『
知
的
障
が
い
』
っ

て
、
ど
ん
な
障
害
で
す
か
？
」
と
、
尋
ね

ら
れ
た
事
も
あ
る
ほ
ど
、
医
学
上
の
診
断

名
か
ら
、
医
療
分
野
で
は
「
精
神
遅
滞
」

と
言
う
文
言
が
通
例
で
す
。
だ
か
ら
広
範

囲
な
分
類
の
中
で
は
、
「
発
達
障
が
い
」

と
同
様
に
、
「
知
的
障
が
い
」
は
精
神
障

害
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
相
模
原
事
件
の
犯
人
や
、
現
在
報

道
さ
れ
て
い
る
座
間
市
で
起
き
た
と
さ
れ

る
自
殺
志
望
者
殺
害
遺
棄
事
件
な
ど
、
類

を
見
な
い
残
虐
な
事
件
の
犯
人
は
、
必
ず

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
犯
行
時
の
責
任
能

力
を
問
題
と
し
て
、
精
神
障
害
が
疑
わ
れ

精
神
鑑
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
一
連
の
行
為
に
よ
り
、
「
精
神
障
が

い
者
は
、
怖
い
」
と
い
う
風
評
が
流
さ
れ

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

障
が
い
の
特
性
や
、
懸
命
に
生
活
し
て
い

る
障
が
い
当
事
者
の
現
状
啓
発
は
、
共
生

社
会
の
実
現
に
は
必
要
不
可
欠
だ
と
痛
感

し
ま
す
。

★
県
外

☆
11
月
19
日
（
日
）
東
京
都

日
本
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
研
修

☆
11
月
22
日
（
水
）
佐
賀
県

九
州
地
区
育
成
会
会
議

☆
12
月
８
日
（
金
）

全
国
事
業
所
協
議
会

☆
12
月
９
日
（
土
）

育
成
会
セ
ミ
ナ
ー

★
県
内

☆
11
月
5
日

沖
縄
市
育
成
会

保
護
者
会
研
修

☆
11
月
７
日
（
火
）

内
閣
府
バ
リ
ア
フ
リ
ー
会
議

☆
11
月
９
日
（
木
）

歯
科
Ｓ
Ｕ
Ｎ
会
議

☆
11
月
11
日
（
土
）

日
本
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
研
修

☆
11
月
14
日
（
火
）

沖
縄
県
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会

☆
11
月
17
日
（
金
）

障
が
い
者
サ
ン
ク
ス(

仮
称)

推
進
会
議

☆
11
月
23
日
（
木
）

イ
オ
ン
モ
ー
ル
沖
縄
ラ
イ
カ
ム
・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

☆
11
月
25
日
（
土
）

ゆ
う
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

☆
12
月
22
日
（
金
）

事
業
所
協
議
会
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

☆
10
月
14
日
（
土
）
15
日
（
日
）

沖
縄
市
福
祉
祭
り

☆
10
月
16
日
（
月
）

沖
縄
県
虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
指
導
者
研
修

☆
10
月
19
日
（
木
）

全
国
政
策
セ
ン
タ
ー
委
員
会

☆
10
月
26
日
（
木
）
～
31
日
（
火
）
愛
媛
県

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

～ 知的な障がいのある人と共に ～

編
集
者

理
事
長:

田
中

寛

事
務
局:

赤
嶺

優
香
・
安
里

茜

機
関
誌
「
手
を
つ
な
ぐ
」
は
、

中
央
情
勢
・
各
地
育
成
会
の
活
動
、
ま
た

特
集
コ
ー
ナ
ー
で
、
教
育
・
福
祉
・
就
労
・

医
療
等
の
最
新
の
情
報
が
わ
か
り
や
す
く

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
申
込
み
ご
希
望
の
方
は
、

県
育
成
会
ま
で
一
度
ご
連
絡
下
さ
い
。

＊
年
間
購
読
料

３
、
９
０
０
円

Ｎ-1

(詰合わせ)

ちゃんぽん(麺100ｇ×４袋)
皿うどん (麺60ｇ×４袋)

２１５０円

ＳＲ-1
麺７５ｇ×１０束
(とんこつ５袋・醤油５袋)

２０００円

Ｖ-40
手延べうどん
（麺１３０ｇ×１２束）

２５００円

♪平成２９年１１月１日(水)～１２月８日(金)まで、『ちゃんぽん・皿うどん詰合わせ』
と『島手らーめん(とんこつ・醤油)』『手延べうどん』を販売致します。

♪連絡先：沖縄県育成会 TEL ０９８（８８２）５７２７まで！

冬
季
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

販
売
の
ご
案
内


